
一般会計

円

未収入特定財源

備考　：　決算書の翌年度繰越額と本調書「４ 翌年度へ繰り越すべき財源」との差額は、未収入特定財源である。

3,105,905,000 円 38,665,000 円

翌年度へ繰り越すべき財源

－ ＝

翌年度繰越額

3,067,240,000 円

5

6 実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額

3

（2）

（3）

（1）

4

0

計

継 続 費 逓 次 繰 越 額

繰 越 明 許 費 繰 越 額

事 故 繰 越 し 繰 越 額

実 質 収 支 額

翌 年 度 へ

繰 り 越 す

べ き 財 源

38,665,000

0

38,665,000

6,351,384,827

実 質 収 支 に 関 す る 調 書

区 分

6,390,049,827

0

歳 入 歳 出 差 引 額

1

2

金 額

173,141,250,337

166,751,200,510

歳 入 総 額

歳 出 総 額



国民健康保険特別会計

円

5

6 実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額

3

（2）

（3）

（1）

4

0

計

継 続 費 逓 次 繰 越 額

繰 越 明 許 費 繰 越 額

事 故 繰 越 し 繰 越 額

実 質 収 支 額

翌 年 度 へ

繰 り 越 す

べ き 財 源

0

0

0

409,458,131

実 質 収 支 に 関 す る 調 書

区 分

409,458,131

0

歳 入 歳 出 差 引 額

1

2

金 額

35,866,201,718

35,456,743,587

歳 入 総 額

歳 出 総 額



介護保険特別会計

円

1

2

金 額

26,889,110,849

25,892,330,798

歳 入 総 額

歳 出 総 額

実 質 収 支 に 関 す る 調 書

区 分

996,780,051

0

歳 入 歳 出 差 引 額

0

計

継 続 費 逓 次 繰 越 額

繰 越 明 許 費 繰 越 額

事 故 繰 越 し 繰 越 額

実 質 収 支 額

翌 年 度 へ

繰 り 越 す

べ き 財 源

0

0

0

996,780,0515

6 実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額

3

（2）

（3）

（1）

4



後期高齢者医療特別会計

円

5

6 実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額

3

（2）

（3）

（1）

4

0

計

継 続 費 逓 次 繰 越 額

繰 越 明 許 費 繰 越 額

事 故 繰 越 し 繰 越 額

実 質 収 支 額

翌 年 度 へ

繰 り 越 す

べ き 財 源

0

0

0

38,688,453

実 質 収 支 に 関 す る 調 書

区 分

38,688,453

0

歳 入 歳 出 差 引 額

1

2

金 額

7,248,585,147

7,209,896,694

歳 入 総 額

歳 出 総 額


